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◇ＤＲＴのメリット
☆ コスト削減☆

費 用 が 高 額 と な る 足 場 代 又 は 高 所 作 業 車 な ど を 必 要 と す る 現 場 に 於 い
ては 、大幅な費用 を低減するこ とができます 。

削 減 効 果
→

☆不 可能を可能に☆

建 物 と 建 物 の 間 が 狭 く て 足 場 の 設 置 等 が 不 可 能 な 場 所 で も 、 作 業 員 が
移動 できるスペー スがあれば作 業可能になり ます。

☆工程が スピーディ☆

足 場 を 設 置 す る 日 程 が 必 要 な い た め 、 工 期 短 縮 や 柔 軟 な 工 程 を お 客 様
に提 供することが できます。

☆当社 だけのメリッ ト☆

当 社 の 技 術 は 設 備 工 事 か ら 電 気 工 事 な ど 、 あ ら ゆ る ニ ー ズ に お 応 え す る こ と が 出
来 ます 。



◇ＤＲＴの安全性
従 来 、 ガ ラ ス 清 掃 作 業 員 が 使 用 し て い る ブ ラ ン コ 作 業 と は 違 い 、 ク ラ イ ミ ン グ 用

の ギ ア を 使 用 し 安 全 性 を 高 め て い ま す 。 欧 米 で は 既 に 先 進 国 と し て 歴 史 は 深 く 、 建
設 関係 の業務 など で一般 的に 使わ れてい ます。
当 社 は 、 常 に テ ン シ ョ ン の か か っ た メ イ ン ロ ー プ を 使 用 し 、

２ 箇 所 以 上 の ア ン カ ー を 確 保 し て お り ま す 。 さ ら に も う 一 本 の
ロ ー プ を ラ イ フ ラ イ ン と し て バ ッ ク ア ッ プ を 常 に 図 っ て お り ま
す 。

下 降 に は ス ト ッ プ （ P E T Z L社 ） を 使 用 し て お り ま す 。
こ の 下 降 器 は 制 動 性 ・ 操 作 性 と も 優 れ 、 途 中 ハ
ー ド ロ ッ ク を す る こ と に よ っ て 両 手 を 離 し て も
作業を 行う 事が可 能と なりま す。

登 高 に は ハ ン ド ア ッ セ ン ダ ー と チ ェ ス ト ア ッ セ ン ダ ｰと の
２ つ の 登 高 器 を 使 用 し 安 全 に か つ 早 く 登 る こ と が 可 能 と な り
ま す 。 こ の ２ つ の 登 高 器 に は 共 に 、 ロ ー プ の 逆 戻 り を 防 止 す
る 構 造 と な っ て い る の で 、 両 手 を 離 し て も 安 全 で 確 実 な 停 止
状態 を保 ち、両 手に て作 業を行 う事 も可 能です 。



※ 日本の 建設 現場の 高所 作業 で使わ れてい る安 全帯 などを 使う 技術 のロー プ（ 親
綱 ） は 、 墜 落 時 の 命 綱 と し て の 役 割 が 大 き い で す 。 し か し 、 日 本 の 建 設 現 場 の
高 所 作 業 で 使 う 安 全 帯 の ロ ー プ に は 伸 縮 性 が ほ と ん ど 無 く 、 ハ ー ネ ス も 腰 ベ ル
ト だけな ので 墜落時 の身 体へ の衝撃 は大き くな りま す。

当 社 で は 、 墜 落 時 に 耐 え う る 特 殊 な ヘ ル
メ ッ ト 、 衝 撃 を 和 ら げ る フ ル ボ デ ィ ハ ー ネ ス
な ど を 使 用 し 、 い ざ と い う 事 態 に も 衝 撃 度 を
最 大 限 少 な く す る ギ ア を 装 備 し 安 全 性 を 高 め
てお りま す。



◇ロープアクセス技術
ロ ー プ ア ク セ ス 技 術 と は 、 ロ ー プ を 巧 み に 操 る こ と に よ り 、 あ や ゆ る 難 所 ・

高 所 に安 全か つ 、い と も た や す く ア ク セ ス す る（ た ど り つ く ）技 術 のこ と で す 。
従 来 、 難 所 ・ 高 所 で の 作 業 は 、 大 掛 か り な 重 機 や 仮 設 足 場 を 、 コ ス ト を か け あ
る い は 安 全 上 の リ ス ク を 覚 悟 で 使 わ ざ る 得 な い 事 も 多 く 、 作 業 自 体 を あ き ら め
る こ と も 少 な く あ り ま せ ん で し た 。 ロ ー プ ア ク セ ス 技 術 は こ れ ら の 問 題 を 解 決
し 、 難 所 ・ 高 所 で の 安 全 か つ 低 コ ス ト な 作 業 を 実 現 し た 点 で 画 期 的 な 技 術 と い
え ま す。
ロ ー プ ア ク セ ス 技 術 は も と も と 、 Ｓ Ｒ Ｔ 技 術 と い う 洞 窟 探 検 用 に 欧 米 で 考 案

・ 発 展 し て き た 技 術 を 改 良 し た も の で 、 ロ ー プ を 伝 っ て 登 高 ・ 下 降 や ト ラ バ ー
ス （ 横 移 動 ） な ど を 安 全 か つ 容 易 ・ 迅 速 ・ 確 実 に こ な し ま す 。 ロ ー プ ア ク セ ス
技 術 は Ｓ Ｒ Ｔ 技 術 が 生 ま れ た 欧 米 な ど で は 、 建 設 関 係 の 業 務 な で で 、 以 前 か ら
ご く 一 般 的 に 使 わ れ て い る よ う で す が 、 日 本 に お い て も 近 年 、 建 設 関 係 を 主 体
に 様 々な 分野 で 活 用 さ れ 始 め て い ま す 。
ロ ー プ ア ク セ ス 技 術 の 急 速 な 普 及 の 要 因 と し て は 、 老 朽 化 し て 何 ら か の 対 策

工 が 必 要 な 構 造 物 が 急 増 し て い る 点 と 、 社 会 情 熱 的 に 新 た な 構 造 物 に 更 新 す る
経 済 的 余 裕 が な く 、 コ ス ト 的 に 有 利 な 対 処 法 が 臨 ま れ て い る 点 な ど が あ げ ら れ
ま す 。 逆 に 普 及 を 妨 げ て い る 要 因 と し て は 、「 危 険 な 作 業 で あ る 」 と い う が 大
き い で す が 、 こ れ に つ い て も 国 内 で は 事 故 例 が 無 く 、 ロ ー プ ア ク セ ス 技 術 の 先
進 国 と い え る 欧 米 な ど で も 事 故 例 は 少 な い ら し い の で 今 後 の 普 及 の 大 き な 障 害
と は な り ま せ ん 。 事 故 例 が 少 な い 理 由 は 、 技 術 自 体 が 安 全 を 最 優 先 し て い る う
え に 、 徹 底 し た 安 全 管 理 が な さ れ て い る か ら と 考 え ら れ 、 通 常 の ス ポ ー ツ と し
て の ロッ クク ラ イ ミ ン グ の 危 険 な イ メ ー ジ と は 全 く 異な りま す 。
こ の よ う に ロ ー プ ア ク セ ス 技 術 は 、 技 術 自 体 は 安 全 を 最 優 先 し た 非 常 に 優 れ

た 技 術 と い え ま す 。 一 方 、 あ く ま で も 個 人 個 人 の 高 い 安 全 意 識 に よ る と こ が 大
き い の は 他 の ど の 分 野 で も 同 じ で す 。 ま た 、 安 全 を 最 優 先 し た と い え 、 基 本 的
で 重 大 な ミ ス を 重 ね た 場 合 に は 事 故 は 当 然 起 こ り え ま す 。 安 全 意 識 の 維 持 ・ 向
上 は 当 然 の こ と 、 万 全 の 安 全 管 理 体 制 の 下 で 運 用 さ れ る べ き 技 術 で あ る こ と は
間 違 いな いで す 。



◇使用する器具
セ ミス タティ ック ロープ …多 目的 に使え る耐摩 耗性 の高 いロー プ

8の 字 結 びを作 った場 合 の強度 ： 15 kN 以 上
末 端 に 縫製処 理を施 した 場合 の強度 ： 22 kN 以 上
衝 撃 荷 重（落 下率 0.3）： 5.1 k N

フ ル ボ デ ィ ハ ー ネ ス … ワ ー ク ポ ジ シ ョ ニ ン グ 、 レ ス キ ュ ー 他
す べ て の 分 野 で 最 も 安 定 感 の あ る ハ ー ネ
ス

ヘ ル メ ッ ト … 軽 量 性 に 優 れ た 高 所 作 業 及 び レ ス キ ュ ー
用 ヘルメ ット

◆ 重 さ を ほ と ん ど 感 じ な い 軽 量 ヘ ル メ ッ ト で す 。 衝 撃
は 発 泡 ポ リ ス チ レ ン ラ イ ナ ー が 変 形 す る こ と に よ っ て
吸 収しま す

◆ 【 セ ン タ ー フ ィ ッ ト 】 調 節 シ ス テ ム に よ り 、 ヘ ル メ
ッ トを頭 の中 央に 維持し 、安定 させ るこ とがで きま す

ア サップ …バ ック アップ ロー プ上 にセッ トし て使用
◆ 墜落 、滑 落、 コント ロー ルを 失った 下降 を停止
◆ 墜落 時に 器具 をつか んで しま っても 作動 するロ ック 機能
◆ 手で 操作 をせ ずにロ ープ 上を 上下両 方に 移動
◆ ロー プ上 のど の位置 にも 簡単 に取り 付け /取 り 外 しが 可能

ス トッ プ…セ ルフ ブレー キ下 降器
◆ 下 降 の 速 度 は 末 端 側 の ロ ー プ を 握 る 強 さ を 変 え る こ と に よ り コ ン ト
ロー ル

◆ 器 具を落 とす リスク が減 少
◆ 素 早いロ ープ の取り 付け が可 能



アッ センシ ョン …ハン ドル 付ア ッセン ダ ｰ
◆ ロ ー プ 登高 および ホー リン グに使 用
◆ 詰 ま っ た も の を 取 り 除 く た め の セ ル フ ク リ ー ニ ン グ ス ロ ッ ト と 歯 が 付
い ている カム は、氷 や泥 のつ いたロ ープ でも最 大限 の能力 を発 揮

クロ ール… 腹部 ロール クラ ンプ
◆ 【アッ セン ション 】と 組み 合わせ てロ ープ登 高に 使用

◆ 胸 部 に セ ッ ト さ れ た 状 態 で も 操 作 し や す い よ う に デ ザ イ ン さ れ た ス
プ リン グ式 のトリ ガー

◆ 角 度 の つ い た ア タ ッ チ メ ン ト ホ ー ル に よ り 、 胸 部 に ぴ っ た り と 取 付
可能

フッ トルー プ… 調節可 能な ウェ ビング フット ルー プ
◆ ロープ 登高 の際に 『ア ッセ ンショ ン』に 取り 付け て使用

カ ラビ ナ…様 々な 作業に て使 用

オ ーバル 型 Ｄ型 カラ ビナ マイ ロン ロ ック 無しカ ラ ビナ

ロ ッキ ング カラ ビナ

Ｙ 字型ラ ンヤ ード …かけ がえ が可能

テ ィジ ーチェ ーン …セル フビ レイ のバッ クアッ プ



◇作業手順
① ロー プの確 認

☆ 異 常 が 見 ら れ た ロ ー プ は 使 用 し な い

② ハー ネス装 着機 器の確 認及 動作 チェッ ク

③ 作業 工具の 確認 及落下 防止 取付 チェッ ク



④ アン カー２ ヶ所もしくは３ヶ所確認

⑤ ハー ネス装 着後 のベル トの 緩み 等ない か締め 忘れ チェ ック

⑥ アン カーに ロー プもし くは コネ クショ ンの取 付（ メイ ン・ラ イフ ライ ン）



⑦ ロー プ結び の確 認

←ダ ブルエ イト ノッ ト…
結 び や す く ほ ど け に く い 、 シ ョ ッ ク に 強 く そ れ が か か っ て も ほ ど

けや すい

→バ タフラ イノ ット …
強 いテン ショ ンが かかっ ても 解きや すい

←ラ ビッ トノ ット…
２ つ の 支 点 と メ イ ン ロ ー プ を ス リ ン グ を 使 わ な

いで 固定 分散 で結ぶ

→フ ィッ シャ ーマン 結び …
２ 本の ザイ ルを連 結し て懸垂 する 時に使 う

←プ ーリン 結び …
結 び や す く ほ ど け に く い 、 シ ョ ッ ク に 強 く そ

れが かかっ ても ほどけ やす い

☆実 際にテ ンシ ョンか けて 、ほど けな いこと を確 認す る。



⑧ 待機 作業員 との 打合せ 及確 認ト ランシ ーバー のチ ェッ ク

⑨ 降下 もしく は登 高

←ラ イフ ライ ンロー プにア サッ プ取 付

→メイ ンロー プ にスト ップを 取付

←ハー ドロ ック

→ロ ープガ ード取 付

←ハー ドロ ックし た状 態に てテン ション を かける

→ ハ ー ド ロ ッ ク を 解 除 し 、 ゆ っ く り 降 下 す る



←ハン ドア ッセン ダー を取 付

フッ トルー プに 足を かける
↓

→ チ ェ ス ト ア ッ セ ン ダ を 取 付

→登 高する

← ＤＲ Ｔで の作業

安 全確 保の条 件（ 両手作 業）
☆２ 点以 上の固 定
☆ス トッ プ＝２ 点（ ハード ロッ ク）
☆ハ ンド アッセ ンダ ーとチ ェス トア ッセン ダ＝ ２点
（ ハン ドアッ セン ダーに はロ ング カウル を取 付）

⑩ 作 業完了 後、 待機作 業員 に全 てを引 き上げ させ る



⑪ ロ ープの 回収 及束ね る

←ロ ープ に不 具合（ 汚れ 及裂 傷）が ないか 確認 しな がら束 ねる

⑫ ア ンカー 位置 の構造 物に 変形 等ない か確認

⑬ 会 社にて 作業 の確認 及技 術の 向上の 打合せ を行 う



◇Ｑ＆Ａ
Ｑ１ 費用は？

Ａ １ 作 業 に より ま す が、 事 前に 現 場 を見 さ せて い た だき 、 お 客様 が ご希望 する プラ ンに
よる御見積書をご提出させていただきます。

Ｑ２ 足場と比べると費用は安いか？

Ａ２ 断然にお安くなります。

Ｑ３ どのような作業が出来るのか？

Ａ３ あらゆるニーズの作業に応えられますので、一度ご相談下さい。

Ｑ４ 法律上問題はないのか？

Ａ４ ＤＲＴの作業は労働安全衛生法に適合しております。

Ｑ５ 資格はあるのか？

Ａ ５ 資 格 は 必要 あ り ませ ん が、 ス タ ッフ は 講習 を 受 け、 日 々 訓練 を 絶やさ ない よう に精
進しております。

Ｑ６ 危険はないのか？

Ａ ６ 悪 天 候 の時 は 作 業い た しま せ ん 。何 よ りも 第 一 に「 安 全 」を 最 優先と して 、技 術や
装備を向上させておりますので、ご安心下さい。


